
緩効性肥料はリニアタイプで肥効期間180日(25℃)をＮ5㎏/a
施用することで、次の効果が得られました。
①追肥にかかる労働時間は不要
②肥料費が20％削減
③採花本数が0.6本/株増加

‘さくらひめ’を９月に定植する作型は、採花終了が翌年６
月のため、従来の施肥体系では、追肥に労力が必要でした。

また、草勢を確認しながらの施用は、技術が必要で、生育や
品質に差が出てきます。このため緩効性肥料を用いて、施肥の
改善とその効果について検討しました。

‘さくらひめ’における緩効性肥料
の有効性 農林水産研究所
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【結果】



県内で栽培しているユーカリ・グニーは、挿し木繁殖が難し
く、ほとんどの生産地では実生苗を利用しているため形質のば
らつきが課題となっています。そこで県内産ユーカリの品質向
上のため実生集団から形質の優れた個体の選抜を行い、増殖方
法も検討しています。

ユーカリ・グニーの優良個体の選抜
農林水産研究所

＜経過＞
〇令和２年 ４月30日に約9,600粒をは種。
１次選抜 ５月29日、６月４日、10月２日の３回実施

13個体を選抜。
（選抜項目：葉や茎のシルバー色が強く、葉の形が丸く、

ねじれが無いもの）
〇令和３年
２次選抜 令和２年に選抜した13個体から葉・茎色等形

質が継続した５個体を選抜。

選抜したユーカリ・グニーの有望個体

＜在来系統＞ ＜選抜個体１＞ ＜選抜個体２＞

・小葉で葉がシルバー色
・節間が長い

・小葉で葉のシルバー色
が強い

・節間が短い

・葉のシルバー色が強く
枝数が多い

・節間が短い



‘さくらひめ’の６月上旬に播種する鉢物栽培（超促成栽
培）では、移植後から鉢の根域を、25℃設定したスポットクー
ラーで低温処理することで、成り行き条件（慣行）より花蕾数
が多くなり、株幅が大きくなる高品質栽培が可能となる。

‘さくらひめ’鉢物の根域低温処理に
よる高品質化栽培 農林水産研究所

６月10日播種の草姿
（2022年11月２日撮影）

成り行き（慣行）根域低温処理

断熱材

冷気：スポットクーラー

地温センサー

冷気

断熱材

スポットクーラーによる
根域低温方法

根域低温処理の状況

鉢内根域及びガラス温室の温度変化
（2022年９月14日）


